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② 中心に巨大な楕円銀河を持つ銀河団 (XD型)では，銀河団内ガスの温度は 2 "" 9 keV，鉄の存在
比は宇宙組成の0.19""0.44倍に分布しており，温度が高くなるほど、鉄の存在比が小さくなっている。












その両方からのX線の重ね合わせなので， cooling flow の成長と共に観測される温度は低くなり，鉄の
存在比は大きくなる o XD型の高温成分の温度，鉄の存在比が， nXD型の温度，鉄の存在比に等しい














① 中心に巨大な楕円銀河を持つ銀河団 (XD型)では，銀河団内ガスの温度は 2 keV から 9 keV であ
り，ガスの温度が高くなるに伴って鉄の存在比は，宇宙組成の0.44倍から0.19倍と小さくなっているo





筋に分かれたことを示唆している O 即ち， XD型では，その進化とともに，中心部の巨大銀河の重力の
ために中心部でガスの集中度が高くなり，そこでのガスの冷却が進み，時間の経過とともに，より多く
のガスが周りの進化した銀河からはぎ取られるO このために，中心部には低温で鉄の存在比の大きいガ
スが溜り，その周りを高温で鉄の存在比の小さいガスが取り囲むようになる。これに対し， nXD型は
中心部に巨大銀河が無いため，ガスの中心集中が進まず，従ってガスの冷却も殆ど起こらない。銀河よ
りはぎ取られるガスの量も少ない。この結果，銀河囲内のプラズマは定常的で，ガスの温度は比較的高
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く，ほぼ等温に保たれ，プラズ、マ中の鉄の存在比は小さい。
以上の結果は，銀河団に存在する高温プラズ、マの温度と，その中に存在する鉄の存在比の相関を観測
により求めることにより，銀河団の進化を初めて明らかにしたもので，理学博士の学位論文として十分
に価値のあるものと認められる。
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